













































る。 しか し,何かを用意 して分けなければ分




































文様,身 近な動物,身 近な植物,幾 何学的な
文様,有 職文様 に分類 され る。第三章 は,


























































多 くを考えることができる。 しか し,それぞ
れが考えた結果にどのような意味があるのか,
やはり,編者の更なる発言が楽 しみになる。
編者は 「図書紹介」のなかで 「これを機会に
文学作品というテキス トが絵画化され,ま た,
文様化されるメカニズムについて,あ らため
て研究してみたいと考えている」と書かれて
いる。同時に,分担執筆者,青 木美保子会員,
清水愛子会員,山 田由希代会員,山 本純子会
員,若 い方々がこの仕事で確かめた素材から,
日本美術とデザインの基層に触れる研究を展
開されることを期待 したい。
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